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国
民
健
康
保
険
税

�

条
例
の
改
正

審
議
議
案

Q 

一
人
あ
た
り
ま
た
、
世

帯
あ
た
り
い
く
ら
位
の
減
額

に
な
る
の
か
。

A 
年
間
一
人
あ
た
り

４
１
７
２
円
、
世
帯
あ
た
り

平
均
１
万
７
７
０
円
の
減
額

と
な
り
ま
す
。

Q 

繰
越
金
が
９
３
９
２
万

円
と
な
っ
た
要
因
は
ど
の
様

な
中
身
か
。

A 

27
年
度
税
率
を
上
げ
た

こ
と
に
よ
る
税
収
の
増
、
及
び

医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
国
県
支

出
金
や
各
種
交
付
金
の
増
、
拠

出
金
が
減
少
し
た
こ
と
が
主
な

理
由
で
す
。

Q 

今
年
度
で
基
金
残
高
は

い
く
ら
に
な
る
か
。

A 

平
成
27
年
度
５
０
０
万

円
、
平
成
28
年
度
１
７
１
３
万

円
を
積
立
て
た
た
め
、
基
金

残
高
は
２
２
１
３
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
、
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改

正
を
は
じ
め
、
税
条
例
の
改
正
な
ど
２
件
の
専
決
処
分
を
含
む
９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
を
含
め
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
町
民
第
一
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て
な
ど
、
11
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

６ 月 定 例 会

引 き 下 げ と な る
   一 世 帯 あ た り 平 均１０,   ７７０円 、５％引 き 下 げ に

可決した主な条例・予算
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

一

般

会

計

補

正

予

算

町
公
民
館
使
用
条
例
の
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
保
育
料
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
９
３
９
２
万
円
の
内
１
７
１
３
万
円
を

基
金
に
積
み
立
て
国
保
会
計
の
独
立
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
残

り
を
保
険
税
に
充
当
し
、
平
均
で
一
人
あ
た
り
４
１
７
２
円
、
世

帯
あ
た
り
１
万
７
７
０
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
産
物
栽
培
拡
大
の
た
め
の
戦
略
的
産
地
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
に
よ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
導
入
支
援
及
び
木
材
バ
イ
オ
乾
燥

機
導
入
に
伴
う
関
連
設
備
の
経
費
な
ど
予
算
額
を
３
２
３
９
万

５
千
円
増
額
す
る
補
正
予
算
で
す
。

　
町
公
民
館
改
修
に
伴
い
、
新
た
に
ロ
ビ
ー
、
会
議
室
の
使
用

料
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
低
所
得
世
帯
・

多
子
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

全
員
賛
成

採
決

可
決
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定例議会で挨拶する岡部町長

  ８ 年 ぶ り に
   一 世 帯 あ た り 平 均１０,   ７７０円 、５％引 き 下 げ に

今年の国民健康保険税

請
願
審
査

◎�

町
民
第
１
体
育
館
建
設
に
関
し
、
町
民
か
ら
意
見
を
聴
く
場

を
設
け
て
頂
く
請
願

　
　
請
願
者　
　
　
田
口
字
寺
前　
　
本
郷
昭
夫

　
　
紹
介
議
員　
　
木
戸
久
康

◎�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

　
　
請
願
者　
　
　
福
島
県
県
南
農
民
組
合
代
表
者　
　
大
竹
利
男

　
　
紹
介
議
員　
　
岡
部
淳
一

◎�

国
か
ら
の
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付

金
」
に
よ
る
十
分
な
就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　
請
願
者　
　
福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　
　
　
中
央
執
行
委
員
長　
角
田
政
志

　
　
　
　
　
　
　
石
川
支
部
長　
　
　
星　
恵
子

　
　
紹
介
議
員　
佐
藤
弘
信

◎�

町
民
第
１
体
育
館
規
模
見
直
し
に
係
る
陳
情

　
　
陳
情
者　
　
鎌
田
字
明
内　
　
矢
内
千
鶴
子

審
査
の
結
果
不
採
択

審
査
の
結
果
採
択

審
査
の
結
果
採
択

提
出
し
た
意
見
書

◎�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

　
　
　
発
議
者　
　
佐
藤
弘
信

　
　
　
賛
同
者　
　
藁
谷
直
吉　
　
ほ
か
２
人

◎�

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
に
よ
る
十
分

な
就
学
支
援
を
要
請
す
る
意
見
書

　
　
　
発
議
者　
　
緑
川
栄
一

　
　
　
賛
同
者　
　
鈴
木
昭
生　
　
ほ
か
４
人
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全　員　協　議　会
　
平
成
27
年
７
月
３
日
に
契
約
さ
れ
、
平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で
の
工
期
で
進
め
ら
れ
て
い
る
町
民
第
１
体
育
館
の
設
計
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ

実
施
設
計
が
固
ま
っ
た
た
め
、
６
月
17
日
に
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
が
議
会
に
示
し
た
の
は
、
今
回
が
５
回
目
。
左
の
平
面
図
で
、
１
階
は
、
１
５
０
５
㎡
の
ア
リ
ー
ナ
を
設
け
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
町

民
第
１
体
育
館
の
よ
う
に
玄
関
の
上
を
一
部
２
階
建
て
と
し
て
、
運
動
場
（
剣
道
や
柔
道
な
ど
の
練
習
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
）
及
び
観
覧
席

を
組
み
入
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。

町
民
第
１
体
育
館
の
実
施
設
計
固
ま
る
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常任委員会の活動

導入された木材バイオ乾燥機（旧大原小体育館）

　
完
成
し
た
町
公
民
館
及
び
導
入
さ
れ
た
木
材
バ
イ
オ
乾
燥
機
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
平
成
30
年
度
か
ら
広
域
化
と
な
る
国
民

健
康
保
険
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
課
題
等
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
付
託
さ
れ
た
２
件
の
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
町
公
民
館
及
び
導
入
さ
れ
た
木
材
バ
イ
オ
乾
燥

機
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
担
当
課
の
案
内
で
、
震
災
後
、

立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
大
風
川
渓
谷
の
現
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
付
託
さ
れ
た
１
件
の
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

大風川渓谷視察

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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専決処分された補正予算

一般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
４
月
４
日
に
開
か
れ
、
３

月
31
日
付
け
で
専
決
処
分
さ
れ
た
議
案
６
件
が
提

出
さ
れ
、
一
般
会
計
の
ほ
か
各
特
別
会
計
の
補
正

予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回 

臨
時
会
４．４

Q 

今
回
導
入
さ
れ
た
木
材

バ
イ
オ
乾
燥
機
の
概
略
を
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

A 

木
材
を
電
気
ヒ
ー
タ
ー

35
℃
前
後
の
低
温
で
乾
燥
す

る
も
の
で
、
木
の
細
胞
を
破

壊
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
自

然
乾
燥
に
近
い
状
態
で
仕
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
古
殿
産
木

材
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q 

古
殿
産
木
材
の
有
効
活

用
の
た
め
の
今
後
の
展
開
は
。

A 

木
材
バ
イ
オ
乾
燥
機
を

町
の
製
材
会
社
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
、
乾
燥
技
術
向
上

と
と
も
に
市
場
へ
の
Ｐ
Ｒ
を

展
開
し
て
い
く
考
え
で
す
。

Q 

27
年
度
の
決
算
で

１
億
４
千
万
円
を
減
債
基
金

に
積
み
立
て
る
と
基
金
は
総

額
で
い
く
ら
に
な
る
か
。

A 

５
億
６
千
万
円
に
な
り

ま
す
。

会  　　計  　　区  　　分 補  正  額 補正後の予算額

平成27年度　一般会計第５次補正予算 ５００万円 ４６億７, ４０８万円

平成27年度　一般会計第６次補整予算 ６, ７２２万２千円 ４７億４, １３０万２千円

　　 〃　　　簡易水道特別会計第４次補正予算 ▲　　 １５万８千円  １億１, ８８６万５千円

　　 〃　　　農業集落排水特別会計第４次補正予算 ▲　 　１４万６千円   　　７, １６５万円

　　 〃　　　林業集落排水特別会計第４次補正予算 ▲　　 １９万８千円 　　２, ５６２万２千円

　　 〃　　　介護保険特別会計第４次補正予算 ▲ 　３２３万９千円 ６億５, ８４４万７千円 

導入された木材バイオ乾燥機

一 般 質 問一 般 質 問
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我
が
町
も
他
町
村
と
同
様

に
少
子
高
齢
化
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
将
来
の
町
を
担
う

若
者
が
町
の
将
来
を
真
剣
に

考
え
、
行
政
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

え
る
こ
と
が｢

活
気
の
あ
る

町
づ
く
り｣

に
欠
か
せ
な
い

と
思
う
の
で
お
考
え
を
伺
い

ま
す
。

野
崎　
若
者
が｢

古
殿
に
住

ん
で
み
た
い｣

と
思
え
る
町

づ
く
り
と｢
夢
が
も
て
る
町

づ
く
り｣
の
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

町
長　
こ
の
３
月
に
策
定
し

た｢

古
殿
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

一
般
質
問
は
、
６
月
22
日
に
６
人
の
議
員
が
11
問
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
21
億
近
く
の
巨
額
な
予
算

を
投
じ
建
設
さ
れ
る
体
育
館

に
多
く
の
町
民
が
そ
の
必
要

性
に
大
き
な
疑
問
と
不
安
を

抱
い
て
い
る
。
様
々
な
意
見

が
あ
る
中
、
規
模
縮
小
を
求

め
る
署
名
運
動
が
展
開
さ
れ

｢

陳
情
書｣

｢

請
願
書｣

が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
伺
い
ま
す

野
崎　

町
長
は
、「
語
り
合

う
古
殿　
町
民
と
と
も
に
つ

く
る
未
来
」「
町
民
の
目
線

に
立
ち
対
話
を
大
切
に
す
る

町
政
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
民
の
切
な
る
声
を
ど
う
受

け
止
め
、
ど
う
反
映
さ
せ
る

の
か
。

町
長　
今
ま
で
も
町
民
の
目

線
に
立
ち
丁
寧
な
説
明
を 一

般
質
問

町
民
第
１
体
育
館
は
ど
う
進
め
る

町
の
活
性
化
対
策
は
ど
う
進
め
る

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

集
約
し
た
内
容
を
基
本
に
進
め
ま
す

特
徴
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進

町
長

町
長

行
っ
て
き
ま
し
た
。

野
崎　
年
間
の
維
持
的
経
費

は
ど
の
位
必
要
な
の
か
。

町
長　
同
規
模
の
体
育
館
で

光
熱
水
費
及
び
点
検
等
委
託
料

で
年
間
１
２
０
０
万
円
で
す
。

野
崎　

｢

交
流
人
口｣

を
期

待
す
る
具
体
的
な
内
容
と
根

拠
は
何
か
。

町
長　
新
し
い
大
会
や
文
化

的
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
可
能

性
か
ら
、
交
流
人
口
の
増
加

が
図
れ
ま
す
。

野
崎　
情
報
誌｢
タ
ク
テ
ィ

ク
ス｣

に
掲
載
さ
れ
た
記
事

に
つ
い
て
の
感
想
は
。

町
長　
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

野
の

崎
ざき

　喜
よし

彦
ひこ

 議員

一 般 質 問一 般 質 問

提出された「請願書」など

創
生
総
合
戦
略｣

に
基
づ
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

野
崎　

｢

特
徴
あ
る
町
づ
く

り｣

を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

町
長　
大
豆
ミ
ー

ト
や
森
林
資
源

を
活
用
し
た
産

業
振
興
に
取
り

組
み
、
古
殿
町

な
ら
で
は
の
特

徴
あ
る
町
づ
く

り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

野
崎　

県
の
若

者
雇
用
対
策(

廃

校
を
利
用
し
た

企
業
誘
致
活
動)

と
の
連
携
と
取

り
組
み
は
。

町
長　
旧
論
田
小
学
校
を
中

心
に
企
業
か
ら
照
会
が
あ
り

個
々
に
対
応
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
県
と
の
連
携
が
で
き

る
案
件
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

野
崎　

｢

町
お
こ
し
協
力
隊

事
業｣

の
内
容
と
そ
の
事
業

効
果
の
見
込
み
は
。

町
長　
農
林
業
へ
の
従
事
・

地
域
行
事
等
へ
の
支
援
・
都

市
と
の
交
流
事
業
企
画
・
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
を
中
心

と
し
た
活
動
を
想
定
し
て
お

り
、
協
力
隊
員
の
定
住
・
起

業
と
い
う
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

商業施設建設予定地
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大
規
模
災
害
対
策
は

計
画
中
の
体
育
館
は
七
百
人
程
度
収
容
可
能

町
長

定
住
促
進
対
策
は

町
産
材
使
用
・
町
内
業
者
利
用

に
よ
る
補
助
金
の
交
付

町
長

　
住
宅
団
地
の
造
成
・
住
宅

取
得
の
助
成
・
宅
地
取
得
の

助
成
等
の
定
住
化
促
進
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
宅
地
造
成
計
画
は
。

町
長　
町
内
お
け
る
土
地
利

用
の
状
況
を
踏
ま
え
、
住
宅

造
成
箇
所
と
し
て
適
当
な
場

所
が
見
つ
か
り
次
第
、
対
応

し
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。

緑
川　
補
助
金
制
度
実
施
計

画
は
。

町
長　
現
在
町
で
は
町
産
材

を
利
用
し
て
住
宅
の
新
築
や

増
築
等
を
し
た
場
合
に
補
助

金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
こ
ど
も
園
の
無
料
化
等

の
施
策
を
行
っ
て
お
り
、
更

な
る
定
住
促
進
の
た
め
の
制

度
創
設
に
向
け
て
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
る
考
え
で
す
。

緑
川　
農
業
振
興
地
域
の
見

直
し
計
画
は
。

町
長　
今
年
度
に
見
直
し
に

係
わ
る
基
礎
デ
ー
タ
等
を
調

整
し
平
成
二
十
九
年
度
中
に

見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
四
月
十
四

日
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
現

在
も
被
災
者
の
避
難
生
活
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
我
が
町

に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
被
災
し
た
方
々

の
避
難
所
を
開
設
し
救
済
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も

時
間
五
十
ミ
リ
を
超
え
る
集

中
豪
雨
等
が
考
え
ら
れ
ま

す
。　

そ
こ
で
緊
急
避
難
所
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
現
在
の
指
定
避
難
所

は
。

町
長　
町
公
民
館
、
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、
古
殿
小
学

校
、
女
性
若
者
等
活
動
促
進

施
設
古
殿
小
学
校
を
指
定
し

て
お
り
ま
す
。

緑
川　
避
難
所
の
受
入
れ
人

員
は
。

町
長　
町
公
民
館
が
二
百
人

町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が

二
百
人
、
古
殿
小
学
校
が
三

百
人
、
女
性
・
若
者
等
活
動

促
進
施
設
が
二
百
三
十
人
、

古
殿
中
学
校
が
五
百
人
で
あ

り
ま
す
。

緑
川　
計
画
中
の
町
民
第
一

体
育
館
の
完
成
時
期
は
。

町
長　
平
成
二
十
九
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

緑
川　
町
民
第
一
体
育
館
の

収
容
可
能
人
員
は
。

町
長　
避
難
所
と
し
て
は
約

七
百
人
程
度
の
収
容
が
可
能

で
す
。

緑
川　
町
民
第
一
体
育
館
の

防
災
機
能
は
。

町
長　
防
災
倉
庫
や
防
災
井

戸
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等

は
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

完
成
後
は
以
前
の
第
一
体
育

館
と
同
様
に
指
定
避
難
所
に

す
る
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

緑
みどり

川
かわ

　栄
え い

一
いち

 議員

推砂除去が望まれる鮫川

早期完成がまたれる町民第１体育館建設予定地
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私
は
、
前
任
期
４
年
間
の

中
で
も
町
民
生
活
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の

４
年
間
も
積
極
的
に
一
般
質

問
を
行
い
、
町
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
つ
く
し
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
事
柄
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

岡
部　
石
川
５
町
村
の
中
３

町
村
に
お
い
て
給
食
費
の
負

担
軽
減
策
が
実
施
さ
れ
無
料

化
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
各

町
村
、
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
方
は
違
い
ま
す
が
、
方

向
性
は
同
じ
で
す
。
我
が
町

と
し
て
も
無
料
化
を
目
指
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

町
長　
給
食
費
の
無
料
化
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

岡
部　
中
学
生
議
会
で
も
指

摘
さ
れ
た
防
犯
灯
・
街
路
灯

の
設
置
は
急
務
と
思
い
ま
す

一 般 質 問一 般 質 問

給食を食べる児童

体
育
館
建
設
計
画
の
現
在
の

状
況
と
進
め
方
は

実
施
設
計
が
完
成
次
第

発
注
す
る
予
定
で
す

町
長

　
私
は
こ
れ
ま
で
土
地
・
規

模
・
予
算
に
つ
い
て
対
策
を

示
し
見
直
し
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
体
育
館
改
築
に

対
し
て
署
名
運
動
が
展
開
さ

れ｢

改
築
に
反
対
は
し
な
い

が
、
規
模
と
予
算
を
縮
小
す

べ
き｣

と
の
考
え
で
の
取
り

組
み
で
し
た
。
そ
こ
で
現
況

と
今
後
を
考
え
な
が
ら
見
直

し
に
つ
い
て
町
の
考
え
と
姿

勢
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
計
画
の
進
行
状
況
と

進
み
方
は
。
ま
た
関
連
予
算

の
執
行
状
況
は
。

町
長　
体
育
館
本
体
の
実
施

設
計
を
進
め
て
お
り
、
８
月

下
旬
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
約
６
反
歩
の
造
成
設

計
は
完
了
し
て
お
り
、
一
部

造
成
工
事
執
行
予
定
で
す
。

実
施
設
計
が
出
来
次
第
、
発

注
す
る
予
定
で
す
。

岡
部　
新
た
な
補
助
や
助
成

は
。

町
長　
見
当
た
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。

岡
部　
文
教
厚
生
基
金
の
全

額
を
改
築
に
充
て
る
も
の
だ

が
、
こ
の
基
金
で
対
応
す
る　

事
業
は
他
に
な
い
の
か
。

町
長　
今
後
、
基
金
を
積
み

立
て
次
の
事
業
を
検
討
し
ま

す
。

岡
部　
改
築
財
源
と
し
て
の

過
疎
債
は
、
ど
の
程
度
の
額

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。　
　

岡
部　
議
会
へ
の｢

改
築
見

直
し｣

を
求
め
る
陳
情
に
関

す
る
認
識
と
見
解
は
。

町
長　
３
月
に
議
決
を
頂
い

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

岡
部　
陳
情
は
町
や
教
育
委

員
会
へ
も
出
す
べ
き
も
の
と

の
認
識
は
あ
る
か
。

町
長　
陳
情
者
の
考
え
方
に

よ
り
ま
す
。

岡
部　
署
名
は
有
権
者
の
３

分
の
１
で
あ
り
重
き
も
の
で

す
。
見
直
し
を
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長　
３
月
議
会
の
議
決
を

踏
ま
え
粛
々
と
取
り
組
み
ま

す
。

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

給
食
費
の
無
料
化
は

現
在
の
と
こ
ろ

　
　
　
考
え
て
い
ま
せ
ん
町
長

・�

国
民
健
康
保
険
の
現
況
と

制
度
改
正
の
内
容

そ
の
他

質
の

問

が
、
ど
う
し
ま
す
か
。

町
長　
今
後
検
討
し
ま
す
。

岡
部　
道
の
駅
事
業
は
、
開

始
か
ら
７
年
目
と
な
り
大
地

震
に
よ
る
影
響
も
徐
々
に
払

拭
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
町
で
は
、
管
理
・
運

営
に
つ
い
て
株
式
会
社
お
ふ

く
ろ
の
駅
と
指
定
管
理
協
定

を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
の
方
向
性
は
事
業
年
度

ご
と
に
提
出
さ
れ
る
事
業
計

画
を
も
と
に
協
議
し
な
が
ら

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

岡
部　
町
政
に
お
け
る
議
会

の
役
割
、
そ
の
中
で
の
一
般

質
問
の
必
要
性
と
在
り
方
に

つ
い
て
町
長
の
認
識
を
伺
い

ま
す
。

町
長　
一
般
質
問
は
、
町
の

行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
執

行
機
関
に
疑
問
を
質
し
所
信

の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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安全確保が望まれる通学路

試験運用の木材バイオ乾燥機

　
古
殿
中
学
校
線
の
古
殿
駐

在
所
か
ら
の
通
学
路
は
、
急

こ
う
配
で
し
か
も
、
樹
木
が

生
い
茂
り
日
陰
と
な
り
、
冬

季
間
の
積
雪
時
・
凍
結
時
の

登
下
校
に
対
し
て
は
安
全
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
の
確
保
を
ど
の
よ
う

に
講
じ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
登
校
時
に
、
ケ
ガ
を

し
た
と
い
う
よ
う
な
報
告
は

あ
っ
た
か
。

町
長　
報
告
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。

佐
藤　
積
雪
・
凍
結
時
に
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

中
学
校
の
通
学
路
の
安
全
を

�

確
保
せ
よ　

林
業
の
振
興
を
図
れ

今
後
も
安
全
対
策
に
努
め
る

森
林
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

振
興
の
基
礎
と
し
ま
す

町
長

町
長

一 般 質 問一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

町
長　
融
雪
剤
の
散
布
や
滑

り
止
め
用
砂
の
設
置
、
教
職

員
や
用
務
員
の
方
々
に
、
除

雪
等
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

佐
藤　
手
摺
等
の
設
置
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
手
摺
の
設
置
も
考
え

ら
れ
る
が
、
日
陰
木
の
伐
採

に
つ
い
て
、
地
権
者
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
藤　
今
後
の
安
全
対
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

町
長　
登
下
校
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
教

育
委
員
会
を
は
じ
め
、
学
校

側
と
も
情
報
交
換
し
な
が
ら

危
険
個
所
の
早
期
発
見
、
融

雪
剤
の
散
布
を
行
う
な
ど
、

安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
画
期
的
取
り
組
み
で
あ
る

上
空
か
ら
の
レ
ー
ザ
ー
測
量

を
し
て
森
林
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
完
了
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
有
林
を
モ
デ
ル
に
、
森
林

認
証
を
受
け
る
事
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
木

材
乾
燥
機
の
導
入
に
よ
り
高

付
加
価
値
を
付
け
て
品
質
の

良
い
町
産
材
を
提
供
し
て
い

こ
う
と
い
う
試
み
は
林
業
の

振
興
に
対
し
て
大
き
な
期
待

を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
レ
ー
ザ
ー
測
量
は
、

い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う

の
か
。

町
長　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り

５
月
５
日
に
完
了
し
て
い
ま

す
。

佐
藤　
測
量
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
生
か
す
の
か
。

町
長　
現
在
、
調
査
結
果
を

解
析
中
で
あ
り
、
林
家
に
対

し
て
き
め
細
や
か
な
施
業
の

提
案
を
し
、
森
林
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
森
林
認
証
は
、
ど
の

よ
う
に
受
け
る
の
か
。

町
長　
認
証
機
関
に
よ
る
書

類
審
査
及
び
現
地
審
査
か
ら

な
る
事
前
審
査
を
受
け
た
後

本
審
査
を
受
け
認
証
さ
れ
ま

す
。

佐
藤　
森
林
認
証
を
受
け
た

後
の
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

町
長　
山
林
所
有
者
や
加
工

流
通
の
事
業
体
に
認
証
の
取

得
方
法
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
情
報

交
換
し
、
森
林
認
証
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

佐
藤　
木
材
乾
燥
機
の
運
用

は
ど
の
よ
う
に
なっ
て
い
る
か
。

町
長　
外
部
に
委
託
し
て
各

種
デ
ー
タ
の
把
握
を
行
っ
て
い

ま
す
。

佐
藤　
今
後
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
町
産
材
の
付
加
価
値

を
高
め
る
上
で
有
効
な
手
段

と
し
て
、
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
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遊歩道の崩落個所

春から秋まで堪能できる大風川渓谷

ふくしま緑の百景記念碑（入り口付近）

　
越
代
の
サ
ク
ラ
も
全
国
に

認
識
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
大

型
観
光
バ
ス
の
来
場
も
増
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
隣
接
す

る
大
風
川
渓
谷
に
も
寄
っ
て

行
き
た
い
と
の
声
を
多
く
聞

き
ま
す
。
町
の
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
で
も
紹
介
さ
れ
、

中
・
上
級
者
用
の
ト
ッ
レ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
高
い
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
入
山
と
観
光
再
開
を
多

く
の
人
が
望
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
点
伺
い
ま
す
。

佐
川　
大
風
川
渓
谷
の
現
況

は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
ま
し
て
、
遊

歩
道
に
落
石
や
倒
木
、
崩
落

が
起
き
、
通
行
止
め
と
し
て

お
り
ま
す
。

佐
川　
入
山
と
観
光
再
開
を

多
く
の
人
が
望
ん
で
お
り
ま

す
が
、
今
後
の
考
え
は
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、
整

備
の
経
費
と
安
全
確
保
の
面

か
ら
、
再
開
は
難
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

大
風
川
渓
谷
整
備
と
観
光
再
開
を

対
応
が
可
能
か
検
討

町
長

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

佐
川　
新
緑
の
中
カ
タ
ク
リ

の
群
生
地
が
広
が
り
、
巨
木

の
原
生
林
と
大
小
さ
ま
ざ
ま

変
化
に
と
ん
だ
滝
が
あ
り
、

春
か
ら
秋
ま
で
堪
能
で
き
、

季
節
や
自
然
を
存
分
に
感
じ

る
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
台
風

に
よ
る
大
風
川
増
水
な
ど
自

然
災
害
を
考
慮
し
た
高
水
位

置
以
上
の
遊
歩
道
整
備
さ
ら

に
は
、
渓
谷
の
す
ば
ら
し
い

景
観
を
一
望
で
き
る
吊
り
橋

の
設
置
な
ど
の
整
備
計
画
は

ど
う
か
。

町
長　
遊
歩
道
に
落
石
や
倒

木
、
崩
落
が
生
じ
て
お
り
現

場
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も

早
期
の
対
応
は
困
難
と
認
識

し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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町民第１体育館建設予定地

　
こ
の
度
、
一 

町
民
が
体
育

館
規
模
見
直
し
に
係
る
署
名

運
動
を
実
施
し
、
６
月
３
日

に
１
７
７
１
名
の
名
簿
を
議
長

宛
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　
町

民
の
間
に
今
20
億
円
以
上
の

税
金
を
投
入
し
、
３
８
０
０

㎡
規
模
の
体
育
館
が
本
当
に

必
要
か
と
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
事
務
監
査
請
求
の

手
続
き
も
申
請
す
る
と
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
事
案
は
２
回

議
会
に
予
算
が
提
出
さ
れ
、

２
回
と
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
町
長
の
執
念
で
27
年

３
月
議
会
に
予
算
が
提
出
さ

れ
否
決
の
議
員
が
可
決
に
回

り
、
予
算
が
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
今
ま
で
、
内
容
等
詳

し
い
説
明
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん

の
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の

で
詳
細
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
お

聞
き
い
た
し
ま
す
。

木
戸　
用
地
買
収
費
、
建
設

費
、
付
帯
工
事
費
、
備
品
購

入
費
も
含
め
て
総
額
い
く
ら

に
な
る
か
。

町
長　

現
時
点
に
お
い
て
、

予
算
規
模
で
23
億
円
程
度
を

想
定
し
て
お
り
ま
す
。

木
戸　
過
疎
債
は
ど
の
位
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

木
戸　
年
間
を
通
し
て
ど
の

様
な
大
会
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
大
会
に
参
加

が
見
込
め
る
人
数
と
町
に
ど

の
様
な
恩
恵
が
あ
る
か
。

町
民
第
１
体
育
館
の
建
設
は

交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す

町
長

一 般 質 問一 般 質 問

木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員

町
長　
震
災
前
の
平
成
22
年

度
で
、
町
民
第
１
体
育
館
の

利
用
者
数
は
年
間
約
２
万

３
千
５
百
人
で
、
そ
の
う
ち

練
習
試
合
や
大
会
に
係
る
利

用
者
は
、
約
３
千
２
百
人
で

し
た
。
町
内
で
は
、
卓
球
、

剣
道
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
多
く
の
団
体
が
独
自

に
長
年
に
わ
た
り
大
会
を
開

い
て
い
る
一
方
、
現
在
の
女

性
・
若
者
等
活
動
促
進
施
設

で
は
、
受
入
可
能
な
チ
ー
ム

数
に
限
界
が
あ
り
、
選
手
の

申
し
込
み
を
お
断
り
し
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。
第
１
体

育
館
の
建
設
に
よ
り
、
こ
の

問
題
が
解
決
す
る
と
と
も
に

新
し
い
大
会
や
文
化
的
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
の
可
能
性
か
ら

交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
戸　
今
後
、
人
件
費
、
管

理
費
、
経
費
は
年
間
ど
の
位

必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
類
似
す
る
同
規
模
の

体
育
館
で
年
間
１
２
０
０
万
円

で
す
。
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文字・イラスト等を印刷出来るレーザー加工機
本棚として使用している「組手什」

レーザー加工機で作成した壁掛け時計・電話ラック

　町産材の杉を利用した「組
くでじゅう
手什」と呼ばれる木工キットを製作し、28年１

月には、木板に文字・イラスト等を印刷できるレーザー加工機を導入して、
壁掛け時計・名刺等、木材で製作できる小物類も製作することが出来ます。

Q　平成26年12月一般質問から
町産材を使用した林業の振興テーマ

A　町長答弁
地元産材の有効活用は?

地元産材を使った試作品を作成します。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.34
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み ん な の ペ ー ジ

＊いつ頃、どのような経過で発足しましたか。

＊どのような活動をしていますか。

　本会は平成２年それまで各地区にあった野球クラブが、
解散し上山上・下山上の有志のみなさんにより、身体の健
全育成とゴルフ技術の向上・地域に対しての文化及び、親
睦行事の参加等により、山上地区の交流促進のために発足
しました。

　年に２回のゴルフコンペを開催・今年で13回目のコンサート開催を予定しています。(みやもとイチョ
ウ祭りイベントで。)
　また、２年に１回の研修旅行の開催等、近年は、文化交流を主とする企画を考えております。
　平成28年度より、廣覺寺境内の枝垂れ桜のライトアップを実施しました。平成29年度は、さくらま
つりを開催し、ライトアップ・プロの噺家の高座を予定しております。現在会員は、40名程度で現在の
会長は、竹貫義英さんが務めております。お気軽に入会ください。
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http://w
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w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/ “ 町政を知るよい機会”

議会を傍聴してみませんか

今回紹介しますのは、「山上ゴルフ愛好会 」 の皆さんです。

Ｎｏ.27

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

9月 上旬

山上ゴルフ愛好会のみなさん

ライトアップされた廣覺寺の枝垂れ桜


